
文章要約エンジンの概要

元の文章
本研究のニューラルネットワークによる文章

要約では前処理としてMeCabによる形態素

解析を行い，各単語を固有のIDに変換すると

いう前処理を行い・・・

形態素解析
本研究　の　ニューラルネットワーク　による　

文章要約　では　前処理　として　MeCab　に
よる　形態素解析　を行い　，各単語　を　固

有　の　ID・・・

ID変換

10　201　3206　5123　981　882・・・

単語辞書
１：私
２：楽しい
３：は
４：なので
...

前処理

深層学習モデル
要約された文章（ ID）
20　8　101　19　77　123・・・

要約された文章

本研究では深層学習による文章要約を行った

入力

出力



文章要約エンジンの概要

入力 10 201 3206 5123 981 882

・
・
・

出力（k+1） 20 8 101 19 77

エンコーダ

・
・
・

デコーダ

出力（k） 20 8 101 19

これを繰り返して生成する



モデルの訓練　ーデータセットー

https://news.livedoor.com/article/detail/17691635/

ライブドアニュースコーパスを使用

● 約１４万記事を使用

● 訓練データと検証データを
８：２に割合で分割

● 本文の文字数が多すぎるため
512単語を超えた部分
を切り捨てた

https://news.livedoor.com/article/detail/17691635/


モデルの訓練　ー前処理（WordPiece）ー

● 今の状態だと、「単語リスト」に無い単語（主に固有名詞）はすべて＜UNK＞という特殊文字で置き換え
ている
→　文章要約では固有名詞が重要な場合が多い！

● そこで、WordPieceという手法を用いる
→　「単語リスト」にない単語を更に分割して、
「単語リスト」にある単語の組み合わせで表現する

東京高専

「単語リスト」に無い単語

東京 高専

「単語リスト」にある単語



深層学習モデル

● エンコーダ：BERT　　デコーダ：Transformer

● BERTは事前学習済みモデルは京都大学  黒橋・河原研究室にて配布されているものを使用

● モデル、ハイパーパラメータ等は下記論文を参考に実装した

https://arxiv.org/abs/1902.09243

https://arxiv.org/abs/1902.09243


モデルの評価

入力文（記事）

映画『スモーク』（ 1995）で世界三大映画祭の一つに数えられるベルリン国際映画祭銀熊賞受賞の実績を残した香港出身のウェイン・ワン監督と、日本が世界に誇る
ビートたけしと西島秀俊がタッグを組んだ映画『女が眠る時』 （2月27日公開）。自身の監督作以外での主演は 2004年の『血と骨』以来、実に 12年ぶりとなるたけしは「頭
を抱えるほど自分の演技が不安だった」と意外な言葉を口にした。その理由は、夢や妄想と現実の境目があいまいでミステリアスな作風によるものなのか。 3人が語り
合った。スペイン人作家ハビエル・マリアスの短編小説を大幅にアレンジして映画化した本作は、閑静なリゾートホテルを舞台に、親子ほど年の離れた妖しいカップル（た
けし、忽那汐里）と、二人の謎めいた関係に取りつかれて好奇心の果てに暴走していく作家（西島）を見つめた、愛憎のミステリーだ。「主演は西島くんだと思っていた」と
笑みを浮かべたたけしは、台本を読んで「俺は頭が悪いのかなと思った。普通の台本なら物語の流れも結末もわかるんだけど」と複雑に入り組むストーリーを理解する
ことに苦労したという。自分より映画表現に詳しいと称賛する西島が「『いい』と言うなら間違いはないだろう」と安堵したが、 「自分は自分の演技が不安だし、完成作も不
安で頭を抱えながら自分の演技ばかりをずっと観ていて。観終わって、どんな映画だったっけ？と覚えていないくらいだった」 と“世界のキタノ ”と称されるたけしの知られ
ざる一面が明かされた。「ウェイン・ワン監督がビートたけしさんを撮る作品ですから、それは出ますよね（笑）」と出演を即決した西島は、「今回は特に ビートたけしさんが
愛というものに執着する役 ということで、撮影現場でもたくさん衝撃を受けましたし、本当に感動しました。素晴らしかったです」と感激の表情。初めて日本映画を手掛け
たワン監督も「日本で撮りたかったというより、たけしと仕事がしたかった」と言い切った。たけしが演じたのは、若く美しい女性（忽那）が眠る姿を動画に記録し続けるとい
う一風変わった役。「愛しい存在の何を残したいか？」という問いに「自分はエンターテインメントの世界にずっといるので、お客さんの心に “あのときのたけしのギャグ、あ
の笑いはすごかった ”というようなものを、一つ残せればそれでいい」と芸人魂をのぞかせたたけしだった。（取材・文：柴田メグミ）。

出力文（要約）

ビートたけしと西島秀俊がタッグを組んだ映画「女が眠るとき」。ビートたけしが愛というものに執着する役だっ
たという。「自分は自分の演技が不安だし、完成作も不安で頭を抱えながら」と語った。


